
第
二
十
三
号
は
平
成
二
十
五
年
六
月
上
旬
に
発
行
予
定
で
す
。

（
平
成
二
十
五
年
六
月
）

◆「
暁
天
坐
禅
会（
朝
粥
あ
り
）」（
要
予
約
）

日
時―

五
月
二
十
六
日（
日
）、六
月
九
日（
日
）、六
月
三
十
日（
日
）、

午
前
七
時
〜
八
時
半
　※

坐
禅
指
導
希
望
の
方
は
、午
前
六
時
半
集
合

内
容―

坐
禅
〜
法
要
〜
行
粥（
簡
単
な
作
法
に
則
っ
て
朝
粥
を
い
た
だ

き
ま
す
）〜
茶
話
会（
参
加
自
由
）

場
所―

当
寺
本
堂
　
参
加
費―

五
百
円
　
備
考―

椅
子
坐
禅
可

服
装―

動
き
や
す
い
服
装
で
。ス
カ
ー
ト
不
可
。

※

朝
粥
準
備
の
関
係
上
、参
加
希
望
の
方
は
、前
日
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

（info@
daianji.jp 

も
し
く
は 0175-34-2926

）ま
で
。

◆「
月
例
写
経
会
」（
予
約
不
要
）

日
時―

五
月
十
八
日（
土
）、六
月
八
日（
土
）

午
後
一
時
〜
三
時
三
十
分

内
容―

ミ
ニ
お
経
講
座（
修
証
義
）〜
写
経
〜
茶
話
会（
参
加
自
由
）

場
所―

当
寺
中
広
間
　
参
加
費―

五
百
円
　
備
考―

椅
子
席
あ
り
。

※

「
東
日
本
大
震
災
」で
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
々
を
ご
供
養
す
る
写
経

の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。写
経
用
紙
は
、福
島
県
伊
達
市
成

林
寺
さ
ま
に
建
立
さ
れ
た
納
経
塔
に
お
さ
め
ら
れ
ま
す
。

各
種
講
座
の
ご
案
内
（
平
成
二
十
五
年
五
月
・
六
月
）

編
集
後
記

四
月
よ
り
開
始
し
た
「
暁
天
坐
禅
会
（
朝
粥
あ
り
）」
で
す
が
、
お
陰
さ
ま

で
十
名
を
超
え
る
参
加
者
を
お
迎
え
し
て
お
り
ま
す
。
静
寂
の
中
で
心
靜
か

に
お
粥
・
お
漬
物
・
ご
ま
塩
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
食
事
を
い
た
だ
く
ひ
と
時

は
良
い
も
の
だ
な
と
あ
ら
た
め
て
思
い
ま
す
。
遠
く
は
上
北
の
方
か
ら
い

ら
っ
し
ゃ
る
参
加
者
も
い
て
、運
営
す
る
者
と
し
て
は
う
れ
し
い
思
い
で
す
。

「
月
例
写
経
会
」
で
は
、
お
通
夜
で
よ
く
お
唱
え
す
る
『
修
証
義
』
を
購
読

し
て
い
ま
す
。
茶
話
会
で
は
、
仏
教
・
禅
・
仏
事
で
わ
か
ら
な
い
ご
質
問
に

も
お
答
え
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、お
気
軽
に
ご
参
加
を 

。   

（
長
岡
俊
成
）

次
号
の
ご
案
内

■
六
月
五
日（
端
午
の
節
句
）※

法
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

第 3回の様子（平成 24年 10月開催）

仏
教
・
禅
の
本
棚
第
二
回

『小さな心から抜け出す　
 お坊さんの 1日 1分説法』

著：彼岸寺
発行：永岡書店
定価：1,200 円（税別）

　
こ
の
本
を
著
し
た
グ
ル
ー
プ
・
彼
岸
寺
は
、「
宗
派
を

超
え
た
仏
教
徒
や
普
通
の
人
達
が
新
し
い
仏
教
に
つ
い
て

考
え
、
行
動
を
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
お
寺
」。
そ

の
彼
岸
寺
に
所
属
す
る
六
名
の
お
坊
さ
ん
が
、
私
た
ち
が

克
服
す
べ
き
三
つ
の
煩
悩
（
貪
る
心
・
怒
り
の
心
・
真
理

に
対
す
る
無
知
の
心
）
を
軸
に
、
い
か
に
こ
れ
ら
と
つ
き

合
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
を
や
さ
し
く
説
き
ま
す
。
当
寺

で
坐
禅
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
、
雲
水
・
星
覚
師

も
執
筆
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト

寺
Ｙ
ｏ
ｇ
ａ
第
四
回

行
事
予
告

初
心
者
歓
迎
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時;

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
五
日
（
火
）

　
　  

午
後
七
時
〜
九
時
（
午
後
六
時
四
十
五
分
受
付
開
始
）

会
場:

当
寺
本
堂
　※

変
更
の
可
能
性
あ
り

参
加
費:

五
百
円
　
定
員:

三
十
名
（
事
前
予
約
・
先
着
順
）

備
考:

ヨ
ー
ガ
マ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
　   （
バ
ス
タ
オ
ル
可
）

内
容:

ヨ
ー
ガ
〜
坐
禅
（
夜
坐
）
〜
茶
話
会

講
師:

中
島
敬
子
先
生
（
ヨ
ー
ガ
講
師
）

予
約:

五
月
八
日
（
水
）
よ
り
受
付
開
始
。

当
寺
事
務
所
へ
の
直
接
訪
問
、
電
子
メ
ー
ル
・info@

daianji.jp
、

Fax

・0175-34-6426

に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
電
子
メ
ー
ル

及
びFax

に
て
ご
予
約
の
際
は
、
参
加
者
全
員
の
お
名
前
、
ご
連

絡
先
（
電
話
番
号
・
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
を
明
記
く
だ
さ
い
。

二
〜
三
日
以
内
に
確
認
の
た
め
、
当
方
か
ら
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

行
事
報
告

「
涅
槃
会
・
だ
ん
ご
ま
き
」

去
る
三
月
十
五
日
、
お
釈
迦
さ
ま
の
入
滅
（
お
亡
く
な

り
に
な
る
こ
と
）
に
あ
た
っ
て
お
釈
迦
さ
ま
を
追
慕
す

る
涅
槃
会
の
法
要
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
法
要
・
法
話
の
後
、

太
鼓
と
鐘
が
打
ち
鳴
ら
さ
れ
、
食
す
る
と
無
病
息
災
の

御
利
益
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
涅
槃
だ
ん
ご
が
本
堂
中
二

階
か
ら
ま
か
れ
る
と
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
中
、
沢
山
の
参

拝
者
が
そ
れ
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。
各
町
内
毎
に

手
塩
に
か
け
て
作
ら
れ
た
涅

槃
だ
ん
ご
。「
当
番
や
役
員

の
方
で
集
会
所
に
集
ま
っ
て

コ
ロ
コ
ロ
と
だ
ん
ご
を
丸
め

る
際
は
、
そ
の
場
で
の
語
ら

い
が
何
よ
り
楽
し
み
で
す
」

と
の
話
を
よ
く
お
聞
き
し
ま

す
。
だ
ん
ご
ま
き
は
、
こ
れ

か
ら
も
残
し
て
い
き
た
い
、

大
切
な
大
安
寺
の
風
物
詩
で

す
。


